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Ⅰ．問題と目的 

今日、多くの自閉スペクトラム症（以下 ASD）を持つ大

学生が大学に在籍しており、彼らの課題の一つとして就労

に関する問題が指摘されている(例えば、梅永，2011)が、

高等教育機関に在籍する発達障害学生に対する就職への支

援は学修上の支援に比べて具体的な支援方法の蓄積が少な

く，キャリアに関する有効な支援方法の検討が必要である

(丹治・野呂，2014)と言われている。 
 一般的に大学生の就職活動の状況を検討する際、「進路選

択に対する自己効力」や「進路成熟」が注目されることが

多い(例えば、浦上，1995；坂柳，1992)。これらは学生の

進路選択や就職活動の現状を知る指標の一つであるととも

に、これら意識の深化や高まりによって学生の進路選択・

就職活動がより有意義なものになると考えられている。し

かし、ASD 学生を対象として同様の観点から調査されてい

る研究は見受けられない。 
 さらにこれらキャリア・就労への意識には、学生段階で

のアルバイト等の経験が影響する可能性がある。ASD 学生

への就労支援において実際の仕事社会を体験させることが

必要だと指摘される(例えば、北添ら，2015)一方で、学生

本人がそれらの機会を自身の就労・キャリアとの関連から

どのように捉えているのかについての検討は十分ではない。

そのため、本人が自身の仕事社会経験をどのように捉え、

結果それらの経験が本人のキャリア形成にどう作用してい

るかを明らかにする必要がある。 
本研究は ASD 学生が大学在学時に卒業後のキャリアや

就労に対しどのような意識を持ち、その意識を在学中にど

う変化させるかについて、進路選択に対する自己効力、進

路成熟、アルバイト等の仕事社会経験の観点から明らかに

することを目的として行った。 

Ⅱ．方法 

4 年制大学に通う 4 年生以上の発達障害学生と、4 年制

大学を卒業した ASD 者合わせて 9 名を対象として半構造

化面接を行い、佐藤(2008)の質的データ分析法を用いて分

析を行った。面接では、進路に対する自己効力感について、

進路成熟について、アルバイト・インターンシップについ

て質問をし、キャリア・就労について大学生時代にどのよ

うな意識を持っていたか、その意識がどのようなきっかけ

でどう変化したのかについて聞き取りを行った。 
Ⅲ．結果 

分析の結果、493 の文書セグメントと 59 のサブカテゴ

リー、28 のカテゴリーが生成された。 
次に、生成された 28 のカテゴリーについて、互いの関

連を概念図にまとめた。概念図では「1 次的就職活動促進

要因」「2 次的就職活動促進要因」「1 次的就職活動停滞要

因」「2 次的就職活動阻害要因」を整理し、これらの要素と

「大学生後半での就労に対する意識の変化」との関係性を

示した。1 次的要因には就職活動の実施の有無に関わらず

生じた要因、2 次的要因には就職活動中に生じた要因をそ

れぞれ分類した。 

Ⅳ．考察 

1． 就労への意識の変化 
 調査の中で、多くの協力者が大学 3、4 年生で就労に対

する意識が変化したと語った。これは一般学生を対象とし

た調査結果(五十嵐，2015)と類似し、ASD 学生は一般学生

と同様の時期に就職活動に関する周囲の状況の変化を感じ、

就労へ意識が向き始めることが示された。 
2．ASD 学生の就職活動を促進する要因 

1 次的就職活動促進要因から、本人の自己理解や、「働く」

ことへの理解の深化に仕事社会の経験が有効に働くことが

示された。一方、そういった経験が本人にネガティブな影

響を与えるという回答もあり、実施の際はアルバイト先の

選定や活動の振り返り等の支援が必要だと考えられる。 
2 次的就職活動促進要因には、就職活動中に本人の活動

を促進させた要因が分類された。ASD 学生や保護者は周囲

からの支援を望み、支援・相談資源の活用が就職活動中の

安心感や、自信、意欲に繋がっていた。支援内容は様々だ

が、本人の活動に対する評価や助言や情報提供について複

数挙げられた。そして周囲の協力を得ながら、結果に関わ

らず本人が「就職活動に参加できている・行動を起こせて

いる」と実感することが、自信の高まりにつながることが

示された。 
3．ASD 学生の就職活動上の特徴と困難 

1 次的就職活動停滞要因には、障害受容を含む心理面へ

の支援や修学支援など、就労支援の範囲を超える支援が必

要なものも含まれた。2 次的就職活動停滞要因には、実際

の就職活動の中で生じた困難さが分類された。前述のよう

に、ASD 学生も大学生後半で就労へ意識が向き始めるもの

の、これらの困難によって必ずしも一般学生同様に進路に

関する諸側面が向上しない可能性がある。 
ASD 学生への就労支援では、2 次的就職活動停滞要因に

対しての支援とともに、本人の 1 次的就職活動停滞要因の

状況を考慮した支援が必要であろう。 
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